
【取り組む際に生じた課題】
• 現地で取引の多いＡ５等級との差別化。
• １頭分（全部位）を輸出しようとしても、サーロイン及びロースしか引き合いがなく、
残った部位で利益を出すことが難しい。

• 複数の貿易会社を挟むと利益が少ない。

【ウェブサイト】 http://odagyu.com/  

【対応の結果】
• Ａ３～A４等級の美味しい和牛を求める者との商談成立。
• 輸出解禁と同時に商談成立。
• 利益を確保し、生産者が自ら伝えるストーリーやこだわりが好評。

「小田牛」

 米など12品目を含む独自配合飼料を与え、さっぱりした甘さの「小田牛」を生産
 他事業者とは異なる視点で自社ブランドの安定品質を目指し、味に高い評価を得る
 複数の貿易会社を挟まない単独輸出で利益を出す

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

平成29年度 2,100 5
通年平成28年度 ― ―

平成27年度 ― ―

黒毛和牛

【主な品目】

台湾

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• ニーズのない部位の加工食品での輸出。
• ニーズのない部位の美味しさや食べ方の提案等、多角的な情報の発信。
• 増頭及び堆肥の活用。

【生じた課題への対応】
• 味が良く、サシも適度に入った品質の高い黒毛和牛の生産技術の確立。
• １頭分引き取れる相手を探し、輸出解禁前から信頼関係を築くなど準備を行った。
• 貿易会社を挟まず、生産者自らストーリーとこだわりを伝え、ＰＲを実施。

【連絡先】 担当者名：営業企画部長 蜜澤 彰宏、ＴＥＬ ：0993-53-2608 

【活用した支援・施策】 ジェトロ主催展示会等

（平成 29 年度より輸出開始）

鹿児島県 有限会社小田畜産
『黒毛和牛を台湾へ』

畜産物

【効果があった取組】
・独自配合飼料等の工夫によ
り品質の高いＡ３～Ａ４等級
で勝負。
・現地外食店の各ニーズに応
じたカッティングで納品。

現地百貨店での試食販売
の様子


